
１．問題提起

古代地中海世界において，キリスト教が，ヘレニズム・ローマ社会に深く浸

透しながら拡大していくプロセスは，ひとつには，キリスト教と国家権力との

関係の変化の諸相であり，また同時にそれは，キリスト教と古代ローマ社会に

存在した異教との対立や習合の諸相でもある。

このような，古代末期のキリスト教を取り巻く多様な関係の変化を，より多

面的に明らかにするためには，単に文献学的資料のみに依拠するのではなく，

発掘作業によって出土した多くの考古学的資料を丁寧に拾い上げながら活用す
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ることが肝要である。

今回，筆者は，キリスト教考古学の最新の発掘成果のなかから，４世紀のロー

マに特徴的なサークル型聖堂（basilica circiforme）2)に注目し，その建築プラン

の類型学的起源について考察する。そのなかで，特に，このサークル型聖堂と

帝室との関係，および，このサークル型聖堂の建築プランと当時の太陽信仰の

シンボリズムとの密接な関係を指摘したい。これらの手続きを踏まえて，４世

紀前半のローマにおいて，キリスト教と国家権力，そして太陽信仰の三者の関

係の一端を明らかにすること，それが本稿の目的である。

２．サークル型聖堂

サークル型聖堂とは，コンスタンティヌス帝によるミラノ勅令（３１３年）直

後から建設が開始された，第一世代のキリスト教教会建築のひとつで，現在ま

で，都市ローマに限定的にその存在が確認されている3)。

サークル型聖堂の建築平面プランは，今日知られるラテン十字型やギリシア

十字型とは大きく異なり，翼廊構造をもたず，側廊がそのまま後陣と一体化し

て通常の聖堂の祭壇位置を回廊のように回り込むシンプルなものである（図１）。

また，奇妙なことに，聖堂のファサード面が，身廊の軸線と直行せず斜めに

傾斜しているものが多い。現在のところ，近年発掘されたアルデアティーナ街

道のサークル型聖堂をはじめ６例の同類型の聖堂の存在が確認されている。そ

れらは，そのどれもが，埋葬との密接な関係をもつ葬礼型聖堂の特徴を示して

おり，４例までが地下共同墓地（カタコンベ）の真上の地上に，もしくはそれ

に極めて近接して建てられている。最後に年代史的には，全てがコンスタンティ

ヌス帝治世から４世紀中頃までに建設されたものと推測されている。

２．１．近年の発掘と研究成果

ヴァチカン・キリスト教考古学研究所大学院教授 V．フィオッキ・ニコライ

は，１９９１年９月，サン・カリストのカタコンベの西側，アルデアティーナ街道

－２０２－

寄りの牧草地での調査中に，半円形状の僅かな幅に牧草が育っていない部分を

発見した。直ちに航空写真の撮影を行ったところ，明らかにサークル型聖堂の

特徴を示す構造体の外壁ラインが確認されたため，１９９３年から９６年にかけて，

特に重要な半円形の中心部を含んだ構造体の一部（２０m×２０m）に限定して考

古学的発掘を行った（図２a／b）4)。

［主な発掘データ］

部分的ではあったがこの発掘の結果，次のことが明らかとなった。残念なが

らこのバシリカは，床下から基礎レヴェルを留めるのみで，側壁以上の上部構

図１ ローマで確認されたサークル型聖堂の平面図
上段左から右へ：１．アルデアティーナ街道の聖堂（１９９３－９６年発掘）２．聖使
徒聖堂（サン・セバスティアーノのカタコンベ，アッピア街道）３．サンティ・
ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベの聖堂（ラビカーナ街道）下段左
から右へ：４．プレネスティーナ街道の聖堂（素性不明）５．サンタニェーゼの
カタコンベの聖堂（ノメンターナ街道）６．チリアカのカタコンベの聖堂（ティ
ブルティーナ街道）
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造体や装飾等は一切発見できなかったものの，内環の半円頂点部から，明らか

にこのバシリカの中心に据えられたと思われる一基の墓，およびそれを取り囲

むように配置された無数の墓群が出土した（図２a）5)。また，これらの墓から

は，指輪，腕輪などの装身具，留め金，陶器ランプ，ガラスや陶器類，象牙製

品や大理石製小箱などの副葬品が数多く出土した6)。特筆すべきは，多くの墓

の内部から出土した硬貨の存在であった。これは，それまで，キリスト教徒は

行うことはなかったと考えられていた，異教的な死者への硬貨奉献の習慣を，

彼らもまた確実に継承していたことを証言する貴重な証拠となった。その他，

３６８年から４４５年の間で年代決定可能な墓碑銘が多数出土したことから，少なく

図２a サークル型聖堂（ローマ，アルデアティーナ街
道沿い）１９９３－９６年の発掘全体写真

－２０４－

ともこの時代に，すでにこの聖堂が使用されていたことが明らかとなった。さ

らに，これらの墓碑銘や副葬品からの推測年代，および位層学的年代と壁面構

造の類型学的年代などから，このサークル型聖堂の創建は，４世紀前半，ほぼ

３０年から４０年頃と推測された7)。

［文献学的証言と考察］

『教皇の年代記』（Liber Pontificalis）をはじめとする文献学的証言によれば，

この発掘現場付近には，問題のサークル型聖堂発見までに，未だ確定されてい

図２b サークル型聖堂（ローマ，アルデアティーナ街道沿い）１９９３－９６年の発
掘平面図
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ない教皇ダマズス（３６６－３８４）によるもの，および教皇マルクス（３３６）によ

る二つのバシリカが存在していたことが伝えられている8)。今回の発掘による

考古学的データによれば，このサークル型聖堂は，少なくとも３６８年には使用

されていたことが明らかにされており，また，少なくとも６世紀にまで遡るロー

マの巡礼案内に基づく地誌学的分析によれば，ダマズスのバシリカは，問題の

サークル型聖堂よりもさらに南に存在すると考えるのが妥当であると判断され

ることから，フィオッキ・ニコライは，このサークル型聖堂が教皇マルクスに

よって３３６年に創建されたものである可能性が高いと考えた。

さらに，先の『教皇の年代記』の教皇マルクスの記事では，このバシリカが，

コンスタンティヌス帝の財政的援助をもとに，同教皇によって建てられたこと，

また，その聖堂内部は，特に埋葬空間として占有的に使用されていたことが証

言されている9)。この後者に関する証言は，今回の発掘で明らかになったよう

に，サークル型聖堂が，市壁内部の多くの礼拝施設専用のバシリカと異なり，

明らかに葬礼型バシリカ（basilica funeraria）としての性格を示していること

に一致する。さらに，教皇マルクスが埋葬されたバシリカについて言及された，

８世紀初めの碑文が発見されたことにより，このサークル型聖堂の素性に関す

る仮説はほぼ確証される形となった10)。すなわち，教皇マルクスは，ローマの

キリスト教共同体に新たな埋葬用スペースを整備するために聖堂を創建したが，

自らもそのバシリカ内に埋葬されたと考えられる。

サークル型聖堂の同類型の聖堂は，その殆どがそうであるように，地下共同

墓地に近接して建てられている。事実，フィオッキ・ニコライによって発掘

されたサークル型聖堂もまた，未だ素性が明らかでない無名の地下共同墓地

（anonima della via Ardeatina）に近接している11)。この地下共同墓地には，複

数の殉教者が埋葬されていたことが推測されることから，Ch．ピエトリは，教

皇マルクスが，自分と信徒の埋葬施設としてこの聖堂を創建した際，当時のキ

リスト教徒の多くがそうであったように，殉教聖人の墓への近接埋葬（vicinato

santo）による聖人庇護を祈念していたに違いないと指摘している12)。

－２０６－

２．２．建築学的特徴と機能

フィオッキ・ニコライによれば，これらのサークル型聖堂の主たる機能は，

第一に，特定の殉教者もしくは重要な聖職者の遺骸を安置することにあった。

また，同時に，少しでも聖人の近くに埋葬されること（vicinato santo）を望む

当時の多くの一般信徒に，聖堂の内部空間（主に側壁や床下）を，埋葬空間と

して提供すること，これらが，このタイプの聖堂建築の主要機能であった13)。

第二に，聖堂内部は，日常的には一般信徒の葬儀や記念の祭儀のために使用さ

れ，また，特定の殉教者の記念日には，多くの巡礼者や参列者を収容しながら，

記念の祭儀や典礼が盛大に執り行われたと考えられる。事実，６例のサークル

型聖堂のうち４例に関しては，ローマで人気のあった個別の殉教聖人に奉献す

る形で，その殉教者の墓，もしくは殉教者にまつわる記念の場所に，これらサー

クル型聖堂が建設されていることが分かる14)。

また，サンティ・ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベの聖堂，およ

び，サンタニエーゼのカタコンベの聖堂の場合，その本体に，それぞれ，皇帝

親族のための巨大な集中プランの霊廟が付帯している。前者はコンスタンティ

ヌス帝の母ヘレナの霊廟，後者はコスタンツァの霊廟と考えられているもので

ある。なお，サン・セバスティアーノのサークル型聖堂には，その側壁に裕福

な貴族階級のものと思われる霊廟が複数付帯しているが，特に左側廊中央部に

見られるとりわけ大きなアプシスをもつ霊廟については，コンスタンティヌス

帝の妻ファウスタの霊廟とする説，あるいは，同皇帝の母ヘレナの霊廟（但し，

ラビカーナ街道沿いにその遺骸が移されるまで）とする説が存在する15)。この

ような状況から，サークル型聖堂の機能には，その聖堂建設の財政的支援を行っ

た，パトロンとしての皇帝やその親族の遺骸を埋葬する働きも有していたと言

えよう。皇帝とそのファミリーにとってもまた，殉教聖人の庇護の保証のもと

に埋葬されることは，大きな魅力であったに違いない。また，同時に，このよ

うな最初期のキリスト教聖堂に付帯した皇族用霊廟の存在感は，コンスタン

ティヌス帝とその後継者達の，「新たな宗教」に対する深い寄与の明確な宣言

でもあったとも言えるだろう。
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２．３．建築プランの類型学的起源

このサークル型聖堂の建築プラントとその類型学的起源について，とりわけ，

そのサークル型という平面プランと回廊型の側廊構造について，これまでに複

数の説が提出されているが，それらの内で有効なものは以下の三つに集約され

る。

第一には，当時，聖堂内で実際に行われていたと推測される，今では知られ

ていない，何らかの具体的な典礼に起因すると考えるもので，サークル型聖堂

の特徴的な回廊構造は，たとえば行進のような特殊な祭式と関係していたとす

る16)。

第二には，サークル型聖堂の機能的側面に起因すると考えるもので，この説

によれば，回廊構造の採用は，聖堂内部に，より多くの埋葬空間（特に中央の

聖人の墓により近接した空間）を創出すためのものであるとする。また同時に，

聖堂中央部で行われる典礼が，多くの参列者や巡礼者から見やすいように配慮

されたものとして説明される17)。

第三には，既存の公共建築物からの転用説である。M．トレッリによって提

出されたこの考え方によれば，特に，古代ローマの主要都市に必ず存在してい

た戦車の競技場が，その建築形態の起源になっているという。また，戦車競技

そのものが本来有していた葬礼的シンボリズムと深く関係しており，同時代の

聖堂の十字プランや洗礼堂の集中プランが，死に対する勝利，復活の暗示的意

味を示しているように，サークル型というプランもまた，強い象徴的価値をもっ

ていたのではないかと推測する18)。

上述の第一，第二の考えは，このサークル型聖堂の建築プランの特殊な形態

の起源について，機能的理由以上のものを一切見ようとはしていない。一方，

トレッリの考えは，未だキリスト教特有の聖堂建築が確立していない４世紀前

半の時代状況と，このサークル型聖堂の多くが皇帝の財政援助をもって建てら

れ，従って，実際の聖堂建設が，当然，戦車競技場も含めた帝国の公共施設の

建設に熟知した職人集団の手によって行われた可能性が高いことを考え合わせ

れば，極めて高い蓋然性を備えているように思われる。そこで，このトレッリ

－２０８－

の説を再検討するために，近年，ローマのマクセンティウスの戦車競技場に関

する体系的調査を行った G．イオッポロによる最新の研究成果をもとに，古代

ローマの戦車競技場とそのシンボリズムについて以下に見ていこう19)。

３．古代ローマの戦車競技

古代ローマにおける戦車競技は，コロッセオに代表される円形闘技場で行わ

れていた格闘技とともに，盛大な娯楽競技のひとつとして市民を熱狂させた

（図３）。古代都市ローマでは，すでに前４世紀に，最も古い戦車競技場（hip-

podromus）が街のほぼ中心部に建設された。後に「チルクス・マクシムス」（最

大の戦車競技場）と呼ばれるようになるこの施設は，カエサルの治世には，全

長６２１m，全幅１１８mにもおよぶ巨大公共建造物として整備され，一度に約１５万

図３ ローマ時代の戦車競技，モザイク，リヨン博物館蔵

キリスト教と太陽信仰の接点 －２０９－



人の観衆を収容することが出来たという。

３．１．戦車競技と競技場

この種の競技場の構造は，大きさの相違はあるものの，どれもほぼ同じ形態

的特長を示していた（図４b）20)。戦車競技は楕円周回によって競われるもので，

競技場の主要構造は，長い直線をなす疾走コース（arena）と半円形にカーブ

する転回点（meta），１２台の戦車が一列に整列して入場するための中央ゲート

（carceres），そして，疾走コースを中央で二分する分離帯（spina）を備えて

いた。このほか，疾走コースの一方の観客席前列には，競技の判定を下す審判

図４a 戦車競技用四頭立馬車（quadriga）と競技者

図４b マクセンティウスの戦車競技場（ローマ，アッピア街道沿い），平面図と競技周回
軌跡

－２１０－

席（tribunal）が，また，それとは反対側の観客席のやや中央ゲートよりには，

場内全域を見渡せるように考えられた特別の場所に，皇帝ファミリーのための

貴賓席（pulvinar imperatoris）が設けられた。競技場中央の分離帯上には，楕

円周回の中心点を示す石柱オベリスクが基壇上に聳え，その前後には，戦車の

周回数をカウントするための装置（通常はイルカと卵の形状）が，また，その

周囲には，必要に応じて水を補給するための水槽（euripus）が配置されていた。

競技は，通常，赤，白，青，緑の４つに色分けされた１２台の戦車（図４a）

によって，分離帯の周囲を反時計回りに７周回することで競われるのが常で

あったが（図３），転回点の構造は，疾走する１２台の４頭立て戦車が一度に回

るにはカーブが急で，戦車同士の接触事故や壁面への激突事故により，頻繁に

死傷者がでるほど激しいものであったと推測される。出走不能になった戦車や

馬，騎手は，コースの途中に設けられた緊急脱出ゲート（porta libitinensis）か

ら，場外に速やかに排除された。競技が終了すると，勝利した戦車は，技場奥

のカーブ中央に設けられた勝利門（porta triumphalis）から場内に凱旋入場し，

皇族用貴賓席前に進み出て，皇帝もしくはその代行者から勝利の月桂冠を授か

るという栄誉に服した。

古代ローマ社会において，市民に提供される大きな娯楽のひとつであった戦

車競技であるが，そこには，単なる娯楽競技としての側面に加えて，元来，太

陽神に捧げられた石柱オベリスクを中心に行われるこの周回競技の，ある種の

宗教的・象徴的意味を重ね見る可能性が古くから指摘されている21)。

３．２．戦車競技と太陽信仰

後６世紀，ローマの政治家で著述家でもあったカッシオドルス（４９０－５８３）

は，『雑録』（Variae）の中で，戦車競技と競技場が内包する宇宙論的シンボリ

ズムについて記している22)。それによれば，競技場全体は，それだけでひとつ

の天界を形成する。競技場中央に聳える石柱オベリスクは天の頂にある太陽を

示し，分離帯に設けられた水槽（euripus）は大海を，疾走コース（arena）は

大地を象徴する。また，中央門にある１２のゲートは１年を構成する１２の月を，

キリスト教と太陽信仰の接点 －２１１－



１回のレースの７周という周回数は７つの惑星を示しており，緑・赤・青・白

の４色によるチーム分けは，それぞれ，春・夏・秋・冬の四季を象徴している。

すなわち，オベリスクを中心に行われる戦車の周回競技は，太陽を中心に回り

続ける天界の表象であるという。

P．ヴィルロイマーによれば，このような宇宙論的シンボリズムは，太陽信

仰と深く結びついており，そこには「死者の再生」への願いが込められている

という23)。同様に，A．フレイザーも，戦車の周回競技の中に，このような太陽

信仰に基づく再生，不死，永遠への祈願を見ている24)。フレイザーは，この見

地から，ローマ郊外のアッピア街道沿いに建設されたマクセンティウス帝の戦

車競技場が，隣接して存在する早世した同帝の息子ロムルスの霊廟と深く関

わっていることを指摘する（図５）。すなわち，この競技場は，マクセンティ

ウスによって，息子ロムルスの「魂の再生」を祈願して建設された。

近年，このマクセンティウスの競技場に関する体系的調査研究書をまとめた，

イオッポロも，この競技場と死者の魂の再生祈願を結びつけている25)。特に，

ロムルスの霊廟を取り囲むように造られたポルティコ（列柱回廊）が，出走す

図５ マクセンティウスの戦車競技場（右）と息子ロムルスの霊廟（左下）

－２１２－

る１２台の４頭立て戦車の厩舎として機能したとする新説は，十分に検証される

必要があるものの，競技場と霊廟という一見全く異なった建築ジャンルに属す

る二つの建造物の相互関係を，より簡潔に説明するものとして興味深い。すな

わち，死者ロムルスが埋葬された霊廟の厩舎から発した１２台の戦車は，競技場

という天界のシンボリズムの中で，オベリスクが象徴する太陽を中心に楕円周

回を繰り返すことで，再生や不死，永遠の力を獲得し，再びロムルスの遺体が

安置された霊廟へと帰還する26)。

３．３．皇帝の支配イデオロギー

ところで，古代ローマ社会では，特にアウグストゥス帝以降，このような太

陽信仰に基づく「永遠」（aeternitas）の概念は，皇帝の神格化と結びつけられ

た。トレッリによれば，両者の結合は，まず古代ローマの貨幣や碑文上で行わ

れたという27)。たとえば，多く貨幣上で太陽神の姿で描かれた皇帝が十二の星

座の円環に囲まれて登場する。また，皇帝の神格化（apotheosis）が，太陽神

の馬車に乗る皇帝の姿を通して描かれる28)。すなわち，戦車競技が内包する

aternitas の祈願は，皇帝の永遠性，不死，神格化と深く結びついており，その

意味において，古代ローマにおける戦車競技は，このような皇帝神学とその支

配イデオロギーを広く一般に伝えるプロパガンダの場でもあったという29)。事

実，戦車競技場の分離帯（meta）中央に太陽神のシンボルとして聳え立つオベ

リスク基壇レリーフには，ゲルマン民族をはじめとする他民族に対する皇帝の

「勝利」（victoria），および敗者に対する皇帝の「慈悲」（clementia）の主題が

刻まれるのが常であった。残念ながら，戦車競技場を飾っていた図像資料のう

ち，このようなオベリスク基壇レリーフの完全な作例はローマには現存しない

が，コンスタンティノープルの戦車競技場に存在した，ほぼ同類のオベリスク

とその基壇レリーフが，イスタンブールのアギア・ソフィア大聖堂近くの競技

場跡地に保存されている30)。以下，この基壇レリーフの図像について簡単に触

れておこう。
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［オベリスク基壇レリーフの図像］

この基壇は，３９０年頃，皇帝テオドシウス１世によって競技場にオベリスク

が据えられる際に製作されたもので，その四面には，戦車競技の観客席に勢ぞ

ろいした皇帝ファミリーやその側近たち，一般の観衆が，それぞれ異なった場

面の中に刻まれている（図６a）。

基壇南西面には，大きく上下二段に分けられた画面上段中央に，天蓋によっ

て囲まれた皇族用貴賓席に着座する皇帝とそのファミリーが，その左右両脇に

は皇帝の側近である貴族高官が，その背後には槍と盾をもつ帝室近衛兵と警備

兵が描かれている31)。下段には，一般の観衆が描かれているが，左端の二人が

興奮している様子から，ここに刻まれた者たちが皆，戦車競技に熱中している

ことが理解できる。

基壇北西面（図６b）には，画面上段に南西面の場合と同じく皇帝と皇族ファ

ミリーの特別貴賓席の様子が描かれ，画面下段には，腰を低く屈め片膝付いた

１０人の男性が，手に何かを携えて皇帝の前に歩み出ている32)。B．キールリッヒ

によれば，これらの男性の特徴的な毛皮の服装と帽子，尖った顎鬚，および彼

らの仕草から，この場面が，テオドシウス帝が率いるローマ軍によって敗北し

たゲルマンの民による皇帝への貢物奉献の場面であることは明白であるという。

さらに，このような皇帝への奉献の主題は，当時，他民族に対する皇帝の勝利

（victoria），および敗戦者に対する皇帝の慈悲（clementia）を広く一般に顕示

することを目的に描かれたが，同時に，他の基壇面の図像主題との関連から，

この奉献の儀が，当時，戦車競技場内で競技開始の前後に，数万人の観衆を前

に実際に行われた可能性を否定できないという。円形闘技場や戦車競技場が，

皇帝にとって，競技観戦に集まり競技に熱中する民衆への，格好の政治的プロ

パガンダのステージとしても機能したことは容易に想像できる。図像学的には，

画面上段に揃った皇族と側近らの貴賓席下の狭いスペースに，腰を深く折り曲

げ皇帝に敬意を表しながら，這うように進み出る戦いの敗者の姿によって，両

者間の上下のヒエラルキーが明確化され，戦いに勝利した皇帝の偉大さと権威

が，誰にでも理解されるように具体的にイメージ化されている。

－２１４－

図６a コンスタンティノープルの戦車競技場オベリスク基壇（イスタンブール）

図６b オベリスク基壇レリーフ（北西面）
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基壇南東面では，他の基壇面とは異なり全員が起立した状態で描かれ，皇帝

が丸い輪を右手に持つことから，競技終了後に行われた，勝者への「勝利の

冠」の授与式が描かれていることが容易に推測できる33)。下段最前列には小さ

く描かれた楽団とダンサーたちが儀式を盛り上げている。人物の重要度に応じ

てその大きさを描き分けるという古代の図像学的セオリー通り，皇帝や勢揃い

した側近たちの下段の従者たちに対する優位性が強調されている。

基壇北東面の図像（図６a，画面右）は，上述の南西面とほぼ同様であるた

め，ここでの言及は省略するが，基壇の四つのどの面でも，貴賓席を中心とし

た上下二段の場面構成の中に，皇族から，貴族高官，近衛兵から一般観衆，そ

して戦いの敗者に至る，皇帝のヒエラルキーと，太陽神と同化された皇帝の支

配イデオロギーが，戦車競技場のシンボリズムと重ねられながら効果的に視覚

化されている34)。

４．図像学的考察

古代ローマの巨大公共施設であった戦車競技場と，第一世代のキリスト教

サークル型聖堂との建築平面プランの相似性，および，古代世界において戦車

競技が内包していた，太陽信仰に基づく祭儀としての宇宙論的再生のシンボリ

ズムと，キリスト教がその信仰の核として主張する復活の概念との親和性を考

え合わせると，トレッリが指摘したサークル型聖堂の戦車競技場起源説は，妥

当性のあるもののように思われる。

加えて，サークル型聖堂に関する文献学的資料が証言するように，これらの

聖堂が帝室の財政的援助によるものであるならば，実際の聖堂建設の具体的な

建築設計・建設技術においても，既存の宮廷建築の影響を直接的に受容するも

のであった可能性が十分に推測される。なぜなら，３１３年まで，カタコンベの

地下埋葬空間と，通常の住宅を僅かに改造した程の礼拝施設である「ドムス・

エクレシア」（私宅教会）以外，固有の建築物など一切持ち得なかったローマ

のキリスト教共同体が，一夜にして，巨大聖堂を実現するための独自の建築プ

－２１６－

ランや建築様式を手に入れたとは考え難いからである。むしろ，スポンサーと

しての帝室が，お抱えの建築設計技師や職人といった熟練した宮廷技能集団を

動員しながら，戦車競技場の建築平面プランと建設技術を，新たな公認宗教の

祭儀空間建設のために応用したと考えるほうがより自然であろう。

ここで筆者は，このサークル型聖堂の建築平面プランを巡る問題について，

これまで一切行われてこなかった図像学的側面からの新たな考察によって，こ

のトレッリの戦車競技場起源説の蓋然性をさらに傍証したい。これまで，この

問題に集中した図像学的考察が行われなかったのは，現存するサークル型聖堂

の作例のほとんどにおいて，その内部空間を飾っていたと思われる装飾の図像

資料が現存しないという決定的な事実に起因するものであった35)。

しかし，今回，筆者は，ローマの地下に残るカタコンベ（キリスト教地下共

同墓地）に描かれた壁画のうち，４世紀後半の墓室内装飾の作例を通して，こ

の限界を超えることが可能であると考えた。というのも，ごく近年のカタコン

ベ研究における地誌学的・図像学的研究成果によれば，４世紀後半のある特定

の墓室群に見られる構造的・図像学的特徴には，地上の建築空間，すなわち，

地上に出現して間もない巨大なキリスト教聖堂の内部空間を，地下の個人の墓

室内に再現しようとする強い意志が存在する，と考えられているからである36)。

したがって，現存する地下の墓室の図像学的特徴のなかに，地上のサークル型

聖堂内部を飾っていたであろう図像の痕跡をある程度類推することが可能とな

る。

そこで，以下，４世紀後半のものと考えられるローマのあるカタコンベの墓

室の壁画と，先に見たコンスタンティノープルのオベリスク基壇レリーフの図

像を考察し，両者の類似性を指摘したい。

［ドミティッラ・墓室３９の壁画図像］37)

ここで取り上げるのは，ローマはアッピア街道沿いの大規模地下共同墓地の

ひとつ，ドミティッラのカタコンベ墓室３９（NR）の壁画である（図７a／b）38)。

この墓室は，六角形という特殊な墓室プランに三基のアルコソリウム（アーチ

型壁龕墓）を備えており，さらにその上部には，明かり窓から傾斜した天井に
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続いて，まるで地上の聖堂の後陣のような四半球形のアプシス構造が存在する。

墓室がコンスタンティヌス帝治世以降に発生した地区に存在していること，多

角形プランという特殊な墓室の類型学的特徴，さらに壁画の主題および様式的

特徴などから，この壁画は，４世紀後半に描かれたものであると考えられてい

る。墓室上部構造に見られるアプシス状の湾曲した壁面には，トゥニカとパリ

オを身にまとった玉座に着いたキリストを中心に，左右両脇に使徒たちが６人

ずつ椅子に座る「キリスト・マエスタス」（Cristo Maestas）あるいは「キリス

トと十二使徒」（Collegio Apostolico）の主題が描かれている（図７a）。この主

題は，その名の通り１２使徒に講話するキリストの姿を描いたものであり，主と

して４世紀中頃から，カタコンベ絵画や石棺レリーフの図像に登場するもので

ある39)。

このアプシスの壁画の下には，画面中央に長髪の巻き毛を湛え精悍な顔立ち

のキリストが玉座に着席する（図７b）。この若者の左右両側には，向かって右

側にトゥニカとパリオを身に纏いサンダルを履いた３人の男性像が，また左側

図７a 「キリストと十二使徒」ドミティッラのカタコンベ 墓室３９（NR）上部アプシス

－２１８－

には，同じく長裾のトゥニカと頭から首筋にかけてショールを巻いた３人の女

性像が，それぞれ中央に着席したキリストに向かって，同じようにやや腰を引

き両手を前に差し出すという不可思議な姿勢で描かれている。特に最前部の男

性に顕著な大きく踏み込んだ右脚と前傾姿勢，二人目の男性が示す親指を真上

に立てるほど大きく開いた両掌の仕草，そして進行方向に向けられた三人の強

い眼差しが，画面上に張り詰めた緊張感と動きを生み出している。O．マルッ

キによればこの墓室下部構造の壁画には，玉座のキリストから勝利の冠を受け

る聖人たちの姿，いわゆる「聖人の戴冠式」（Coronatio Sanctorum）が描かれ

ているという40)。ここでいう聖人は迫害期の殉教者を示し，彼らは殉教によっ

て地上の権力と死に打ち勝ったのであり，その証である「勝利の冠」を玉座の

キリストから今まさに受け取ろうとしているという。

ここで特筆すべきは，墓室内に出現したアプシス構造の存在により，構造的

にも，あるいは図像的にも明確な上位空間と下位空間という，いわゆる装飾空

間のヒエラルキーとでも呼ぶべき空間の階層化が発生していることである。ま

た，残念ながら今では採光用井戸が完全に塞がれているために，その光の効果

を確認することは出来ないが，大きく傾斜する天井は，侵入する外光を墓室奥

へ導き入れるためのものであり，特にアプシスに描かれた「キリストと十二使

図７b 「殉教聖人の戴冠式」ドミティッラのカタコンベ 墓室３９（NR）アプシス下壁
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徒」，およびその下位空間に描かれた「殉教聖人の戴冠式」，そして，さらにそ

の下に現実に埋葬された故人の墓（アルコソリウム内部）の位置にまで，その

光をまるでスポットライトのように集中させる働きを持っていたものと推測さ

れる。

このように，墓室３９（NR）に見られる構造的・図像的要素は，全て，この

垂直方向の空間の階層性を際立たせることに集中している。すなわち，この墓

室３９（NR）の製作者にとって最大の関心事は，天上界の階層構造の中に，彼

らの肉親の魂が確実に組み込まれているという確証である。この唯一の目的の

ために，この墓室には，構造的・図像的空間のヒエラルキー（階層構造）が導

入されているのである。

筆者はここで，この墓室３９（NR）に見られる４世紀後半のカタコンベに出

現した図像学的特長が，先に言及したコンスタンティノープルの戦車競技場に

存在した，オベリスク基壇レリーフのそれと，極めて類似していることを指摘

したい。

まず初めに，すでに見たオベリスク基壇の４面を飾るレリーフ上で，皇帝の

権威を表象するために機能していた上下二分割された図像空間のヒエラルキー

が，同様に，この墓室３９（NR）の図像構成を最も特徴付けるものとなってい

る。また，墓室の上部構造であるアプシスを飾る「キリストと十二使徒」のな

かで，左右を使徒たちに囲まれて玉座に座るキリストの権威ある姿は，あのオ

ベリスク基壇の四面全てに見られた，左右を側近や近衛兵らによって守られな

がら玉座に座る皇帝の姿を彷彿とさせる。さらに，墓室の下部画面に描かれて

いる，殉教者に対して行われる「戴冠式」の図像主題は，オベリスク基壇南東

面において展開されていた，戦車競技の勝者に対して行われる「勝利の冠の授

与式」の主題と，奇妙にも一致している。加えて，この「戴冠式」に臨む殉教

者が，腰をかがめ両手を差し出しながら，左右から画面中央のキリストの前に

静々と歩み出る姿は，オベリスク基壇北西面の下段に刻まれた，ゲルマン人の

皇帝への貢物奉献の姿とも単純に類似している。

すでに言及したように，墓室３９（NR）に見られる４世紀後半のカタコンベ

－２２０－

絵画と墓室構造が，すでに地上にその威容を誇っていた第一世代のキリスト教

教会建築の地下への模倣によるものであるとするならば，当然ながら，これら

の図像とその画面構成の起源を，サークル型聖堂の内部装飾に見ることが可能

であろう。そして，上述のオベリスク基壇レリーフの図像との類似性は，さら

に，これらのキリスト教権威図像の起源が，同時代の戦車競技場においても使

用された宮廷図像にまで遡る可能性を示唆している。このことは，すなわち，

サークル型聖堂と戦車競技場との親近性をさらに傍証しているように思われる。

５．ま と め

宇宙論的再生のシンボリズムや皇帝の支配イデオロギーのひとつの表象手段

として機能した古代ローマの戦車競技とそのための競技場。一方，コンスタン

ティヌス帝による寛容令直後から約半世紀の間に，殉教聖人を記念して次々に

建設され，ローマにおける重要なキリスト教巡礼モニュメントのひとつとして

機能したサークル型聖堂。両者の間にどのような関係性が存在したのか。ある

いは，両者の相似性は，単に建築プランの類型学的レヴェルに留まるものなの

か。結論を急ぐことは出来ない。しかし，サークル型聖堂のほとんどが，皇帝

の財政的援助のもとに建設され，それらのうちの幾つかは，明らかに，皇帝親

族の霊廟を備えている。従って，このサークル型という特殊な建築プランを示

す礼拝施設は，そこに付帯する霊廟に埋葬された皇族の魂の復活についてもま

た，殉教聖人の庇護を求めつつ祈念するという重要な目的を備えていたと言え

る。さらに，そこから，キリスト教が公認宗教のひとつに加えられた後も帝室

によって篤く信奉され続けていた太陽信仰が，その再生と復活のシンボリズム

という共通イメージを媒体に，キリスト教復活信仰の表象形態である聖堂建築

の発生プロセスに深くかかわっていたことが推測される。

このように，第一世代の教会建築のひとつとして出現したサークル型聖堂は，

４世紀前半というキリスト教を取り巻く未だ混沌とした時代にあって，キリス

ト教と国家権力，そして太陽信仰の三者の出会いと接触を物語っているのであ
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